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２
月
６
日
（
日
）
、
市
役
所
東
郷
支
所
横
を
流
れ
る
下
鶴
田
川
の
環
境
整
備
活

動
が
行
わ
れ
、
自
治
会
長
は
じ
め
、
地
区
役
員
や
地
域
づ
く
り
部
員
な
ど
、
３５
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
こ
は
、
か
つ
て
蛍
が
美
し
い
光
を
放
つ
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
し
た
。
そ

の
光
景
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
も
見
せ
て
あ 

げ
た
い
と
、
斧
渕
地
区
で
は
毎
年
厳
寒
期
に 

草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ 

て
い
ま
す
。 

ホ
タ
ル
が
成
育
す
る
条
件
は
次
の
３
つ
。 

・
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
貝
の
カ
ワ
ニ
ナ
が 

豊
富
に
い
る
（
１
㎡
あ
た
り
100
匹
） 

・
明
か
り
が
な
い 

・
水
の
流
れ
が
あ
る 

幼
虫
を
放
し
て
も
、
環
境
が
整
っ
て
い
な 

け
れ
ば
、
ホ
タ
ル
は
生
育
で
き
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
す 

が
、
周
辺
の
環
境
を
整
え
、
水
を
き
れ
い
に 

す
る
活
動
を
続
け
れ
ば
、
カ
ワ
ニ
ナ
も
増
え
、 

ホ
タ
ル
が
戻
る
生
態
系
が
よ
み
が
え
る
と
信 

じ
て
、
地
道
な
活
動
を
根
気
よ
く
続
け
て
ま 

い
り
ま
す
。 

 

ま
た
こ
の
日
は
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が 

集
め
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
の
趣
旨
を
ご
理 

解
い
た
だ
き
、
ポ
イ
捨
て
撲
滅
に
ご
協
力 

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会 

℡４２‐０８６４ 

 

 

な
お
、
今
回
も
整
備
終
了
後
の
火

入
れ
作
業
に
東
郷
中
央
分
団
の
皆

様
に
立
ち
合
い
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
休
日
返
上
で
地
域
貢
献
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
東
郷
中
央

分
団
１
部
１０
名
の
団
員
の
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

市 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
中
止 

 

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
右
記
イ
ベ
ン

ト
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

変
異
株
に
対
応
す
る
た
め
の 

感
染
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う 

変
異
株
は
、
強
い
感
染
力
を
有
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
基
本
的
な
感
染
対
策

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
践
も
お
願
い

し
ま
す 

・
マ
ス
ク
着
用 

鼻
に
隙
間
な
く
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る 

で
き
れ
ば
不
織
布 

・
手
洗
い 

 

共
用
物
に
触
っ
た
後
、
食
事
の
前
後 

 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
後
な
ど 

・「
密
」
の
回
避 

 

目
指
せ
ゼ
ロ
密 

 

人
と
人
と
の
距
離
は
十
分
に
保
つ 

 

お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
は
短
く 

 

大
声
は
避
け
る 

 

今
ま
で
以
上
に
換
気 

体
が
だ
る
い
、
熱
が
あ
る
、
の
ど
に
違
和

感
が
あ
る
な
ど
、
い
つ
も
と
体
調
が
異
な

る
時
は
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。 

内
閣
府
ＨＰ
よ
り 
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風
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
季
節
の
変
化
を
知
ら
せ
る 

 
 

 

春
の
花
が
地
区
に
彩
り
を
添
え
、
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
は
じ
め
ま
し
た
。 

 
 

 
 

梅
桜
堤
（
川
内
川
堤
防
）
に
並
ぶ
約
１
４
０
本 

 
 

 
の
梅
花
が
１
月
下
旬
か
ら
開
き
始
め
、
間
も
な
く 

満
開
を
迎
え
る
樹
木
も
あ
り
ま
す
。
赤
・
ピ
ン
ク 

・
白
、
梅
の
競
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

小
路
自
治
会
内
に
は
２
カ
所
に
黄
色
い
絨
毯
が 

 
 

 

広
が
り
ま
し
た
。
場
所
は
国
道
２
６
７
号
か
ら
約 

２
５
０
ｍ
先
と
、
渋
谷
東
郷
重
親
公
仰
霊
の
碑
入 

口
前
。
一
つ
一
つ
は
素
朴
で
華
憐
な
印
象
の
花
で 

す
が
、
一
面
に
広
が
る
鮮
や
か
な
絶
景
を
ご
堪
能 

 
 

 

く
だ
さ
い
。
な
お
、
点
在
す
る
歴
史
的
価
値
の
高 

 
 

 

い
史
跡
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す 

が
、
こ
こ
は
、
住
宅
に
面
し
た
生
活
道
路
で
す
。 

通
行
・
駐
停
車
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

二
月
の
行
事
予
定 

十 

六 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～ 

二
十
一
日
（
月
）
県
下
一
周
駅
伝 

１０
時
２０
分
頃 

旧
東
郷
小
通
過
予
定 

 
 

 
 

 
 

 

感
染
防
止
の
た
め
沿
道
で
の
観
戦
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い 

  
 

 

今
後
の
行
事
予
定 

三
月
二
日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～ 

十 

一 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 

東
郷
公
民
館
大
会
議
室
１８
時
３０
分
～ 

５
部
会
合
同
部
会 

 
 

東
郷
公
民
館
ホ
ー
ル 

１９
時 

十 

五 

日
（
火
）
東
郷
学
園 

卒
業
式 

 
 

十 
六 
日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～ 

十 

七 
日
（
木
）
東
郷
幼
稚
園 

卒
園
式 

十 

八 

日
（
金
）
地
区
コ
ミ
決
算
会
計
監
査 

東
郷
公
民
館
和
室 

１５
時 

二
十
五
日
（
金
）
東
郷
学
園 

修
了
式 

 
 

 
 

 
 

★
マ
ー
ク
は
、
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業(

参
加
型)

の
対
象
事
業
で
す
。 

交通事故多発 注意！ 

 

１
月
下
旬
よ
り
斧
渕
地
区
内
で
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事

故
に
よ
り
辛
い
思
い
を
抱
え
る
の
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が

心
身
共
に
傷
つ
き
ま
す
。 

一
瞬
の
油
断
や
不
注
意
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
結
び
つ

く
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

《
ド
ラ
イ
バ
ー
（
自
転
車
含
む
）
の
皆
さ
ん
へ
》 

・
急
が
ず
焦
ら
ず
ゆ
と
り
を
持
っ
て 

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯 

・
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
慎
重
に 

《
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
》 

・
横
断
時
は
必
ず
安
全
確
認 

・
横
断
禁
止
場
所
は
渡
ら
な
い 

 

 

 

１ 

2

１ 

春の使者、続々と見ごろ迎える 

 


